
　2021年度大学決算は、2022年5月12日開催の大学予算委員会および大
学評議会、5月28日開催の法人理事会で承認されました。
　2021年度は、施設設備整備について、今出川校地においては、日本人学
生と外国人学生の混住・共修環境を整えた教育推進に係る新学生寮（継志
寮）の建設工事および早急に対応する必要がある各建物の耐震化対策の一
環としての寧静館および育真館の改築工事を実施しました。また、京田辺校地
においては、トイレ改修工事や陸上ホッケー場人工芝敷設工事を実施し、学生
生活のアメニティ向上を図りました。
　教学面では、ネット配信授業を円滑に実施するため、常設カメラ及び映像収
録機器を増設するとともに、貸出用の大型Webカメラやデジタル４Kビデオカ
メラを増設するなど、充実した教育環境の構築に資する情報機器の整備を重
点的に進めました。
　また、2018年度から進めている「ALL　DOSHISHA教育推進プログラ
ム」では、学部および研究科が提案する質の高い教育プログラムから得られた
様々な教育効果を改めて分析・共有し、本学の教育研究力の向上に役立て、
次代の人物を養成するプログラムの新たな構築を進めています。さらに、科学
技術が高度に発達した現代社会において、文系理系を問わず全学生に必要
な教養教育として、「同志社データサイエンス・AI教育プログラム
（DDASH）」の2022年度開設に向けたプログラム整備を実施しました。
　研究面では、産官学連携を基軸にしたオープンイノベーションによる教育、
研究及び研究成果の社会実装の推進を目的として「カーボンリサイクル教育
研究プラットフォーム」を設置しました。今後、参画企業等との情報交換や技術
検討のための会員制の「カーボンリサイクル技術フォーラム」を設置予定です。
また、文部科学省の「科学技術イノベーション創出に向けた大学フェローシッ
プ創設事業」及び科学技術振興機構の「次世代研究者挑戦的研究プログラ
ム」に採択され、博士後期課程学生への経済的支援とキャリアパス確保のた
めの取り組みを一体的に実施するための枠組みを構築しました。
　学生支援面では、2021年9月から運用開始した継志寮について、共同生活
を基軸とした人格形成の場という学生寮の特長を活かし、寮生は全員地域社
会との連携や貢献を重視した実践活動に関与し、学習成果の発表や振り返り
を通して自己の成長を確認する取り組みを実施しました。

　そのほか、「同志社大学ビジョン2025」を推進すべく、「同志社大学　2025 
ALL DOSHISHA 募金」を継続して実施しました。この募金は、ビジョンに掲げ
る6つの事業推進をはじめ、奨学事業、課外活動支援、施設設備整備等幅広い
事業を対象としており、本学に関わる全てのステークホルダーに本学の教育・
研究活動のさらなる充実・発展に向けての支援をお願いするもので、2025年
末まで継続的に実施する予定です。
　以上の通り、2021年度もこれまで同様、教育、研究、学生支援、施設設備整
備の各方面に亘り、必要となる財政的支援を重点的かつ効果的に行いました。
収入面では、寄付金、付随事業収入、受取利息配当金の増収により、予算よりも
増収となる一方、支出面においては、教育研究に係る各事業での経常的経費
の執行残などにより、予算と比較して減少となりました。
　以下、事業活動収支計算書に基づき主な収支の内容について説明します。

学生生徒等納付金は329億円で、事業活動収入に占める割合は約78%と大きな比
重を占めています。
手数料は17億円で入学検定料が主なものです。
寄付金は5億円で、同志社大学 2025 ALL DOSHISHA募金、研究助成への奨学
寄付金、寄付教育研究プロジェクトなど教育研究活動への寄付金を受入れました。
経常費等補助金は34億円で、国庫補助金が主なものです。この大部分を占めるの
が私立大学等経常費補助金で、一般補助20億円、特別補助2億円を受け入れた
他、授業料等減免費交付金として10億円を受入れています。その他の国庫補助金
では、研究者が共同で研究を行う体制を整備した大学へ助成される、共同利用・共
同研究拠点形成事業費補助金などを受入れました。
付随事業・収益事業収入は11億円で、企業からの共同研究費・受託研究費などの
受託事業収入、学生寮の寮費などの補助活動収入が主なものです。2021年度はこ
れに加え、ワクチン職域接種に係る収入を受け入れました。
雑収入は7億円で、私立大学退職金財団からの交付金収入や施設設備利用料収
入が主なものです。
繰出金は、法人内各学校からの資金調達額の返済額が主なものです。
分担金は2億円で、法人業務に係る法人内各学校の負担分です。
教育活動収入計は404億円で、ほぼ予算通りとなりました。 
人件費は207億円で、事業活動収入に対して約49%となりました。
教育研究経費は151億円で、経常的な教育研究活動に要した経費です。
管理経費は20億円で、大学の維持管理に要した経費です。
その他の支出を加えた教育活動支出計は378億円となり、予算に対して9億円の減
少となりました。
学校法人の本業である教育研究事業の収支である、教育活動収支は、26億の収
入超過です。

教育活動外収支は、主に財務活動の収支区分で、受取利息・配当金の計上等
により、3億円の収入超過です。
教育活動収支差額と教育活動外収支差額を合わせた経常収支は29億円の収
入超過です。

用 語 解 説

事業活動収支計算書
学校法人会計基準において学校法人に作成が求められている計算書類の一つで、
当該年度の事業活動における収入と支出の内容とその均衡状況を表すものです。
事業活動収入
事業活動収支計算書の教育活動収支・教育活動外収支・特別収支の収入
の部を合計したものです。当該年度の収入のうち、学校法人の負債とならな
い収入をいいます。したがって借入金、前受金、預り金などは含まれません。
事業活動支出
事業活動収支計算書の教育活動収支・教育活動外収支・特別収支の支出
の部と予備費を合計したものです。人件費、物件費、減価償却額、借入金利
息など当該年度に消費する支出です。
基本金     
基本金は、学校法人の活動計画に基づき必要となる資産を事業活動収入から
組入れて継続的に保持するもので、自己資金により取得した固定資産の価額に
対応する第１号基本金、将来取得する固定資産に充てるための第２号基本金、
運用果実により教育研究活動を進めるための基金である第３号基本金、恒常的
に保持すべき運転資金である第４号基本金から成ります。事業活動収支計算書
では、当年度に組入れる額が「基本金組入額合計」で表示されています。

特別収支は、特殊な要因によって一時的に発生した臨時的な事業活動収入及
び事業活動支出で、9億円の収入超過です。施設設備に係る寄付金及び補助
金、現物寄付、法人内資金調達に係る貸付額及び返済額、本年度除却の固定
資産に係る資産処分差額並びに過年度修正額が該当します。

基本金組入前当年度収支差額は38億円の収入超過となります。
基本金組入額は学校法人がその諸活動の計画に基づき必要な資産を継続的に
保持するために組み入れる額で、33億円を組み入れます。今後の資産取得に向
けての第2号基本金の組入れが主なものです。
基本金組入前当年度収支差額から基本金組入額を控除した当年度収支差額は
4億円の収入超過となります。
支出準備金取崩額は6億円で、使途が特定された準備金の取崩額などです。
支出準備金繰入額は21億円で、使途特定寄付金、研究費および大規模建設事
業などの予算繰越額を決算において繰り入れたものです。
基本金取崩額は27億円で、固定資産取得価額を上回る除却分です。
当年度収支差額に支出準備金取崩、繰入、基本金取崩額を加えた調整後当年
度収支差額は、17億円の収入超過となります。
なお、累積収支差額として302億円の支出超過額を翌年度に繰り越すこととなります。

■ 202１年度 事業活動収支計算書　2021年4月1日から2022年3月31日まで

2022年度大学予算は、3月3日開催の予算委員会および大学評議会、3月26日開催の法人評議会、理事会で承認、決定されました。
主な事業は以下のとおりで、詳細な予算額については2022年度事業活動収支予算書のとおりです。

大学予算について2022年度

教育研究の充実
教育研究支援システムの構築
教室等マルチメディア環境整備
グローバル・リソース・マネジメント（GRM）事業
赤ちゃん学研究センターの共同利用・共同研究拠点化
Comm 5.0-AI・データサイエンス副専攻プログラム
大学院教育プログラムによる社会連携推進

建設事業
寧静館・育真館改築等工事
京田辺キャンパストイレ改修工事
今出川新図書館改築等工事
待辰館耐震化工事
知真館換気設備設置工事
京田辺キャンパス　デイヴィス記念館天井等改修工事
洋弓場防矢対策等、ソフトボール場フェンスオーバー対策等

企画広報・管理運営
WebサイトリニューアルCMS構築
全学ネットワークシステムリプレース
大学案内のスマホアプリ作成

学生生活支援の充実
WEBテスト対策オンラインツールの使用
寒梅館1Fパウダールーム改修
シートクリーナーおよびサニタリーボックスの整備

■ 2022年度 事業活動収支予算書　2022年4月1日から2023年3月31日まで
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学 生 生 徒 等 納 付 金
手 数 料
寄 付 金
経 常 費 等 補 助 金
付 随 事 業 収 入
雑 収 入
繰 出 金（ 教 育 活 動 ）
分 担 金
教 育 活 動 収 入 計

32,661,810
1,662,800
313,080
3,753,800
956,020
1,074,430

0
154,370

40,576,310

32,923,110
1,662,800
323,410
3,587,260
877,260
890,770

0
154,590

40,419,200

△ 261,300
0

△ 10,330
166,540
78,760
183,660

0
△ 220
157,110

人 件 費
教 育 研 究 経 費
管 理 経 費
徴 収 不 能 額 等
繰 入 金（ 教 育 活 動 ）
教 育 活 動 支 出 計
教 育 活 動 収 支 差 額

21,477,900
16,198,380
1,792,890
19,200

0
39,488,370
1,087,940

21,200,680
15,724,200
1,752,970
14,430

0
38,692,280
1,726,920

277,220
474,180
39,920
4,770

0
796,090

△ 638,980

受 取 利 息 ・ 配 当 金
その他の教育活動外収入
繰 出 金（ そ の 他 ）
教 育 活 動 外 収 入 計

159,710
440
5,600

165,750

107,580
440
6,880

114,900

52,130
0

△ 1,280
50,850

借 入 金 等 利 息
その他の教育活動外支出
繰 入 金（ そ の 他 ）
教 育 活 動 外 支 出 計
教 育 活 動 外 収 支 差 額

0
0
0
0

165,750
1,253,690

0
0
0
0

114,900
1,841,820

0
0
0
0

50,850
△ 588,130経  常  収  支  差  額

予　算

予　算

予　算

予　算

前年度予算

前年度予算

前年度予算

前年度予算

増　減

増　減

増　減

増　減

科　目

科　目

科　目

科　目

41,084,100
39,350,530

42,092,488
38,342,325

△ 1,008,388
1,008,205

事 業 活 動 収 入 計
事 業 活 動 支 出 計

（参考）
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資 産 売 却 差 額
そ の 他 の 特 別 収 入
繰 出 金（ 施 設 設 備 ）
特 別 収 入 計

0
200,000
350,000
550,000

741,771
308,529
350,000
1,400,300

△ 741,771
△ 108,529

0
△ 850,300

398,250
0
0

398,250
151,750
260,000
1,733,570

△ 1,959,690
△ 226,120
690,450

△ 463,330
0

1,000
△ 31,905,030
△ 31,904,030

496,278
14,102

0
510,380
889,920

3,750,163
△ 3,304,200

445,963
635,537

△ 2,092,071
2,731,902
1,721,331

△ 31,905,027
△ 30,183,696

△ 98,028
△ 14,102

0
△ 112,130
△ 738,170
260,000

△ 2,016,593
1,344,510
△ 672,083

54,913
1,628,741

△ 2,731,902
△ 1,720,331

△ 3
△ 1,720,334

資 産 処 分 差 額
そ の 他 の 特 別 支 出
繰 入 金（ 施 設 設 備 ）
特 別 支 出 計
特 別 収 支 差 額

予 備 費
基本金組入前当年度収支差額
基 本 金 組 入 額 合 計
当 年 度 収 支 差 額
支 出 準 備 金 取 崩 額
支 出 準 備 金 繰 入 額
基 本 金 取 崩 額
調 整 後 当 年 度 収 支 差 額
前 年 度 繰 越 収 支 差 額
翌 年 度 繰 越 収 支 差 額

予　算 決　算 差　異

予　算 決　算 差　異

科　目

科　目

（単位：千円）
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学 生 生 徒 等 納 付 金
手 数 料
寄 付 金
経 常 費 等 補 助 金
付 随 事 業 収 入
雑 収 入
繰 出 金（ 教 育 活 動 ）
分 担 金
教 育 活 動 収 入 計

32,923,110
1,662,800
323,410
3,587,260
877,260
890,770

0
154,590

40,419,200

32,922,714
1,666,381
505,508
3,407,995
1,058,001
697,365
4,003

163,340
40,425,307

396
△ 3,581

△ 182,098
179,265

△ 180,741
193,405
△ 4,003
△ 8,750
△ 6,107

人 件 費
教 育 研 究 経 費
管 理 経 費
徴 収 不 能 額 等
繰 入 金（ 教 育 活 動 ）
教 育 活 動 支 出 計
教 育 活 動 収 支 差 額

21,200,680
15,724,200
1,752,970
14,430

0
38,692,280
1,726,920

20,727,253
15,081,843
1,972,283
31,465
18,738

37,831,582
2,593,725

473,427
642,357

△ 219,313
△ 17,035
△ 18,738
860,698

△ 866,805

受 取 利 息 ・ 配 当 金
その他の教育活動外収入
繰 出 金（ そ の 他 ）
教 育 活 動 外 収 入 計

107,580
440
6,880

114,900

260,725
0

6,156
266,881

△ 153,145
440
724

△ 151,981

借 入 金 等 利 息
その他の教育活動外支出
繰 入 金（ そ の 他 ）
教 育 活 動 外 支 出 計
教 育 活 動 外 収 支 差 額

0
0
0
0

114,900
1,841,820

0
0

363
363

266,518
2,860,243

0
0

△ 363
△ 363

△ 151,618
△ 1,018,423経  常  収  支  差  額

予　算

予　算

予　算

予　算

決　算

決　算

決　算

決　算

差　異

差　異

差　異

差　異

科　目

科　目

科　目

科　目

41,332,060
39,748,370

41,084,100
39,350,530

247,960
397,840

事 業 活 動 収 入 計
事 業 活 動 支 出 計

（参考）
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収
入
の
部
事
業
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動
支
出
の
部

資 産 売 却 差 額
そ の 他 の 特 別 収 入
繰 出 金（ 施 設 設 備 ）
特 別 収 入 計

0
240,000
350,000
590,000

0
200,000
350,000
550,000

0
40,000

0
40,000

0
0
0
0

590,000
260,000
1,583,690

△ 2,104,200
△ 520,510
760,500

△ 563,450
346,690
23,230

△ 30,143,860
△ 30,120,630

398,250
0
0

398,250
151,750
260,000
1,733,570

△ 1,959,690
△ 226,120
690,450

△ 463,330
0

1,000
△ 31,905,030
△ 31,904,030

△ 398,250
0
0

△ 398,250
438,250

0
△ 149,880
△ 144,510
△ 294,390

70,050
△ 100,120
346,690
22,230

1,761,170
1,783,400

資 産 処 分 差 額
そ の 他 の 特 別 支 出
繰 入 金（ 施 設 設 備 ）
特 別 支 出 計
特 別 収 支 差 額

予 備 費
基本金組入前当年度収支差額
基 本 金 組 入 額 合 計
当 年 度 収 支 差 額
支 出 準 備 金 取 崩 額
支 出 準 備 金 繰 入 額
基 本 金 取 崩 額
調 整 後 当 年 度 収 支 差 額
前 年 度 繰 越 収 支 差 額
翌 年 度 繰 越 収 支 差 額

予　算 前年度予算 増　減

予　算 前年度予算 増　減

科　目

科　目

（単位：千円）

教育活動収支Ⅰ. 教育活動外収支Ⅱ.

基本金組入額および収支差額Ⅳ.

特別収支Ⅲ.
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